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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   まなびの森保育園宮前平 

報告作成日：     2021 年 1 月 15 日  （評価に要した期間 5 ヶ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：9 月下旬~10 月中旬】 

・評価機関の担当者より、施設長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共通

評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：11 月 30 日～12 月 11 日】 

・配布：全園児の保護者（57 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：2020 年 11 月 30 日、12 月 18 日】  

■11 月 30 日 

・事業者面接調査【内容評価基準】（施設長） 

    ・各クラスの保育観察（全クラス） 

    ・書類調査  

■12 月 18 日 

・事業者面接調査【共通評価基準】（施設長） 

    ・書類調査 

    ・各クラスの保育観察（全クラス） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：2020 年 11 月 30 日、12 月 18 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 

 

 

 

 

 



3 

 

❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 株式会社こどもの森が運営するまなびの森保育園宮前平は、東急田園都市線宮前平駅から徒歩 6 分の場所

にあり、園は鉄骨造 2 階建てで、園庭もあり周辺はマンション等の住宅街に囲まれています。少しだけ傾斜

を登った角地にあるため、日当たりがよく景観にも恵まれています。敷地面積も広く、園庭は隅々まで砂が

敷き詰められ、子どもたちは園を出て外へ行かなくても保育室の窓を出ると目の前に公園があるような環境

です。園庭には、乳児用と幼児用の滑り台などを備えた複合遊具が設置され、年齢に応じて十分に身体を動

かして遊ぶことができるよう環境が整えられています。園の定員は、60 名（0～5 歳児）、開園時間は、月曜

日から土曜日の 7 時 00 分～20 時 00 分です。 

 園内は、明るめの茶色を基調として造られており、収納スペースや余裕のある空間が隅々にあるためスッ

キリと広々とした印象です。また、園内は子どもたちの日々の生活が充実するよう、さまざまな環境の工夫

が見られます。1 階にある、0 歳児と 1 歳児の保育室には天蓋が設けられ、天井との距離を縮めることで、子

どもたちが落ち着く空間で 1 日を過ごせるよう工夫がされています。また、２階に上がると、３歳児から５

歳児の保育室に面してキッチンがあります。薄いピンクやベージュ色の細かいレンガの壁で仕切られていま

すが、まるで保育室の向こう側にカフェがあり、そこから食事が出てくるような造りになっています。子ど

もたちは日常の中で、自然と食材を見たり、調理の過程を感じながら生活を送ることができるよう工夫され

ています。 
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1．高く評価できる点 

〇海外研修も含め、研修で得られた知見を具体的な保育実践につなげています 

・製作の際は、絵の具とクレヨンのどちらを使用して製作に取り組みたいかなど、保育者が用意した素材を

そのまま使用するのではなく、一人ひとりの子どもたちが自ら選択し、様々な表現活動が自由に体験できる

よう工夫しています。このような取り組みは、法人内の研修の一環である、スウェーデンやドイツなどの海

外研修で得られた知見をもとに、園内で話し合い具体的な保育実践につなげた一例です。また、日ごろから

研修の参加で得られた内容を全体ミーティングで共有し、職員の教育につなげています。一例として、子ど

もの興味を引きだす、保育者の話し方や表現の仕方などを園の実情に合わせて伝えています。これらの取り

組みは、写真と共にコメントを添えて園内に掲示することで、保護者との共有が図られています。 

 

 

〇くつろいで過ごせる生活空間及び、年齢ごとに遊び込める園庭環境が整っています 

園内は保育室をはじめ、2 階に上がるまでの階段や各クラスの空間を確保するための扉、また日常で使用

されるテーブルや椅子、玩具棚や仕切りに至るまで木のぬくもりが感じられ、園で 1 日を過ごす子どもたち

がゆったりとくつろいで過ごせる生活空間が広がっています。また、３歳児から５歳児の保育室に面してガ

ラス越しにいつでも調理の様子を見ることが出来るキッチンがあり、給食の前には、部屋の中に美味しそう

な匂いがしてくるなど、家庭的な雰囲気の中で生活することができます。園庭は、乳児用と幼児用のスペー

スがあり、スペースには滑り台やクライミング遊具、砂場など年齢ごとに応じて十分に遊び込める環境が整

っています。また、園庭は隅々まで砂が敷き詰められるとともに、人工芝も敷かれており、安全面にも十分

配慮した環境となっています。 

 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇運動遊びや英語遊び、課外活動などを通して、さまざまな経験ができるよう配慮しています 

 園では、日ごろからマット運動や鉄棒、跳び箱や平均台、登り棒など年齢に応じた運動遊びを取り入れて

います。また、3~5 歳児クラスにおいては、毎日、柔軟体操やマラソン、壁倒立などに取り組み、基礎体力

や持久力を養っています。さらに、運営委員会で出された保護者の要望をもとに、4~5 歳児を対象に、希望

制で課外活動のスイミングに取り組んでいます。全園児を対象とした英語遊びでは、年齢に応じた歌や言葉

を楽しんでいます。園内には、英語表記の掲示物があるなど、日ごろから英語に親しめるよう工夫されてい

ます。 
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3．工夫・改善が望まれる点 

〇園の理念、方針に沿った具体的な中長期計画の策定が望まれます 

中長期計画には、法人の理念が掲げられるとともに、園の保育理念、方針及び目標が掲げられています。

また、保育理念等に沿った目標設定と行動計画として、年度ごとの運営の基本、職員処遇の目標、教育・保

育内容、環境整備、保護者会活動、地域活動、職員研修の項目が設けられ、具体的な内容が記載されていま

す。また、3 年後、5 年後、10 年後の方向性を示した目標が掲げられています。今後は、数値目標や具体的

な成果等の設定をすることで、実施状況の評価を行える内容を示した中長期計画の策定が期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2020 年 11 月 30 日、12 月 18 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

0 歳児と 1 歳児が過ごす保育室には天蓋が設けられ、天井までの距離を縮めることで、小さな子ども

たちが落ち着いた空間で過ごせるよう工夫されています。また、天蓋の中には膨らませた風船があり、

色とりどりの風船が天蓋越しに見えるという空間になっています。また、日当たりもよく、観察時はち

ょうど日が当たる場所に日向ぼっこをしている子どもたちもいました。 

 子どもたちの周りには、様々な玩具が設定され、いつでも玩具が取り出せるようになっています。そ

の中で、三角や四角い形をした赤や青のマグネットブロックで遊んでいる子どもがいました。保育者は

その姿を見守りながらも、マグネットを組み合わせて立体的な作品をつくるなど関りをしています。子

どもたちは、保育者がつくった作品を、ぐしゃっとするなど、壊すことも楽しんでいる様でした。また、

ブロックを握ったり、落としてみたりするなどの遊びも楽しんでいました。その中で、「あったー！」

という声が聞こえてきました。ブロックを手に取り、「あったー！」と嬉しそうに何度も保育者に伝え

ます。保育者は傍に寄り添い、優しい口調で「あったねー」とその都度、子どもの嬉しい気持ちに共感

するように応えていました。ブロック遊びの他には、室内を自由に歩き回り、探索活動を楽しんだり、

保育者の膝の上に乗ってスキンシップを楽しむなど、一人ひとりの子どもたちが思い思いに過ごしてい

る姿が見られました。 

 

□1 歳児クラス 

子どもたちが登園してくると、保育者は子どもの目線に屈み、会話をしながら上着を脱がせるなど朝

の準備を一緒に行います。リュックの中から着替えを取り出し整理していると、髪を結ぶゴムがありま

した。保育者は子どもに「髪を結ぶ？」と優しく声をかけます。子どもは少しはにかみながら、下を向

いていました。保育者は子どもの仕草や表情を読み取り、髪をまとめ手際よく結びました。子どもは嬉

しそうな表情を浮かべ、保育室に歩いていきました。子どもたちと保育者の間には、言葉だけではなく

仕草や表情でコミュニケーションをとる姿が感じられました。 

 保育室では、子どもたち一人ひとりが興味に応じて遊ぶ姿が見られました。その中で、保育者と言葉

を介して遊ぶ姿も見られました。保育者が汽車の玩具を手に持ち、赤い車体の部分を指さして「これは？」

と子どもたちに問いかけます。子どもたちが「あかー！」と答えると、次は汽車の青い煙突部分を指差

し、子どもたちに問いかけるなど、言葉のやりとりも楽しむ姿が見られました。 
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□2 歳児クラス 

園庭で滑り台や砂場遊びなど、十分に身体を動かして遊んだ子どもたちが満足した表情で園庭から戻

ってきました。既にテーブルには絵本が何冊か準備されており、子どもたちが興味に応じて選べるよう

設定されています。子どもたちは、自分で靴と靴下を脱ぎ、所定の場所にしっかりと戻しています。保

育者は一人ひとりの子どもたちの様子を見ながら、必要に応じて声を掛けるなど、子どもたち自身でで

きるよう援助していました。その後は、被っていた帽子を片付けたり、手を洗うなど順番を守りながら

意欲的に取り組む姿が見られました。保育者は一人ひとりの子どもが生活習慣を身につけられるよう、

手を洗った後はペーパータオルできれいに手を拭き、ゴミ箱に捨てるなど一つひとつの習慣を必要に応

じて声をかけていました。そして、トイレが終わると、保育者は子どもの服装を確認してきちんと整え

ていました。 

子どもたちは準備が整うと、事前に用意されていた絵本の中から好きな絵本を選び読み始めていまし

た。 

 

□3 歳児、4 歳児、5 歳児クラス 

子どもたちが過ごす部屋は、壁一面に大きな掃き出し窓があり光が入ってくるよう工夫がされていま

す。また、目の前にはキッチンがあり、その日の献立で使用される食材や、調理の過程を見られる構造

となっています。観察時当日は、3 歳児~5 歳児の異年齢で、スーパーボール制作を楽しんでいました。 

子どもたちが同じテーブルの友だちと会話を楽しんでいます。保育者が「先生お話してもいいです

か？みんなが静かになったらお話します」と伝えました。子どもたちは声に気づき、保育者の方を見つ

めます。 

子どもたちが静かになったところで保育者が子どもたちに、「今日の制作遊びは洗濯のりと塩を使っ

てスーパーボールを作りたいと思います！」と伝えると、子どもたちは立ち上がったり拳を上にあげる

など大喜びです。コップの中に水と洗濯のり、そして少しの塩を入れ、割りばしでかき混ぜるとスーパ

ーボールができるという過程です。また、子どもたちは、保育者が用意した絵具の中から好きな色を選

び、スーパーボールに色を付けていきます。色の付いた糊を割りばしでグルグルとかき混ぜていきます。

最初にボール状の塊が出来た子どもが、うれしそうに周りの友達に伝えます。それを見た子どもたちは、

早く固めてボールにしようと、グルグルと一生懸命にかき混ぜていました。どれだけ混ぜても固まらな

い子どもが、少し悲しそうな顔をして保育者に伝えます。保育者は、子どもたちに呼ばれる度にその様

子を見に行き、一人ひとりにアドバイスをしていました。 

上手に出来なくて困っている３歳児に、4 歳児や 5 歳児のお兄さん、お姉さんが絵具を入れてあげた

り、混ぜてあげたりと助けてあげています。そして子どもたちは、ボール状の塊になってくると、割り

ばしから外して手で丸め形を整えていきます。大きいボールや小さいボール、少し楕円形のボールなど

さまざまな作品が完成しました。どの子どもたちも、自分で作った作品に満足している様子です。嬉し

そうにテーブルの上で弾ませたり、誇らしげに見せ合ったりしています。 

しばらく遊んでいると、部屋の中に美味しそうな匂いがしてきました。目の前にあるキッチンのガラ

ス越しにデザートのリンゴを切っているのが見えました。そろそろお昼ご飯の時間です。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・園の理念や方針は、園のしおり、全体的な計画に明

文化されています。【保育理念】は、笑顔あふれる保

育を行い、仲間と共に育ち合う環境を提供する。【保

育方針】は、基本的な生活習慣や集団生活での決まり

事を身につけると共に、みんなが気持ちよく楽しい園

生活を送れるよう、ルールを守りながら、お互いのや

る気を培っていきます、園生活（あそび）や行事等で

様々な体験・経験を通して、周りの人と一緒に楽しみ

ながらも善い事悪い事の判断がつけられるような心

を養っていく。【保育目標】は、明るく元気に挨拶が

出来る子、集団生活の中で必要な約束や決まりを守り

自分のことは自分でできる子、人を思いやり、大切に

できる子、善い事、悪い事の判断ができ、考えて行動

する子です。 

・職員に対しては、会社理念や園運営理念等が記載さ

れている教育経営計画書を用いて、具体的な保育内容

に関連させて、日々の職員会議にて読み合わせをする

ことで共有しています。 

・保護者に対しては、入園前面談にて理念への思いや

背景も踏まえて伝えています。また、園長は各クラス

の懇談会に参加し理念に関わる保育内容について説

明しています。玄関には、理念の掲示がされ周知への

工夫がされています。 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

 

 

 

 

・社会福祉事業全体の動向については、月１回、本部

で行われる園長会において、地域に応じた待機児童数

や新規の開設園など系列園の情報を含め把握してい

ます。今後は、社会福祉事業全体の動向や地域の各種
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□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

A 

 

 

B 

福祉計画について、より当園に即した情報の把握と分

析が期待されます。 

・区の園長会においては、各地域での子育て家庭の家

庭状況などについて把握するとともに、地域の各小学

校の学級数などについて共有し、経営環境や課題を把

握しています。これらの内容は、月１回、本部に提出

する報告書に記載し分析につなげています。 

・幼保小連絡会では、各小学校における配慮が必要な

子どもへの受け入れ体制や関わりなどについて、小学

校の先生方と直接対話しながら、連携のための情報交

換を行い、就学前の準備等について共有をしていま

す。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・園の課題として、設備の整備について取り挙げてい

ます。園庭の遊具などの大型の設備の他、日常的に使

用する園舎内の木製の扉など、日々の安全点検を実施

する中で修繕等の課題を明らかにしています。課題に

ついては職員会議で共有しています。 

・課題に対しての具体的な取り組みとして、修繕が園

内で可能な設備に関しては、迅速に修繕し、園内で対

応が難しい大型の設備に関しては、本部の修繕担当に

依頼し対応を図っています。 

 

 
 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

 

 

A 

 

 

B 

・中長期計画は、園長が作成しています。計画書には

理念や目標が掲げられ、具体的な項目として職員処遇

や教育・保育内容、環境整備、保護者会活動などが挙

げられています。また、3 年後、5 年後、10 年後の目

標について明確にしています。今後は、経営課題とし

て取り上げた設備の整備に関する具体的な取り組み

を明確にするとともに、数値目標や具体的な成果等を

設定することなどにより、実施状況の評価を行える内
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□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

容を踏まえた計画の策定が望まれます。 
 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

A 

 

 

B 

・単年度の計画は、園長が主となり、副主任も含め作

成しています。子育て支援事業、職員体制、実施行事

一覧、避難訓練計画、職員研修計画について具体的に

示されていますが、中・長期計画の内容とのつながり

を示したり、達成度を把握するための具体的な事業計

画については書かれていません。 

・今後は、中・長期計画の内容を反映した、単年度の

事業計画を作成するとともに、数値目標や具体的な成

果等を設定することが望まれます。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・事業計画は、職員会議や全体ミーティングの中で、

職員に意見を求め、計画に反映させるよう努めていま

す。研修計画や避難訓練などについては職員の意見を

反映させ計画につなげています。また、行事後の保護

者アンケートの内容について職員会議等で話し合い、

行事計画等の反映につなげています。 

・事業計画に示されている行事計画について、行事後

に職員会議等で話し合い、反省を踏まえた上で見直し

を行っています。 

・今後は、事業計画に示されている、子育て支援事業、

職員体制、職員研修計画などについても、定められた

時期、手順にもとづいて評価し、事業計画の見直しに

つなげることが期待されます。 

 
 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

 

 

 

 

・事業計画で示されている、実施行事一覧、避難訓練

計画などについて、重要事項説明書や園だより、また

クラス懇談会などを通して、保護者等に伝えていま

す。計画に示されている職員研修計画に関連して、職
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□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

A A 
員が受講した研修内容を、写真と共に掲示し、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行っています。 

・研修で得られた保育実践について、日々の保育の中

での写真と共に掲示しています。一例として、製作活

動の際に研修で得られた保育実践を生かし、クラス全

員が同じ素材を使用して製作をするのではなく、製作

する素材を一人ひとりの子どもが選ぶという実践な

どが挙げられます。 
 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）

を行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保育の質の向上に向けた取り組みとして、指導計画

などの日誌で振り返りをするとともに、職員会議や全

体ミーティング、またクラスミーティングを通して園

長の気づきを職員に伝えています。また、必要に応じ

て個々の職員に助言しています。 

・行事については、担当者が行事内の役割分担及び工

程表を作成し、職員会議で共有しています。各役割担

当は工程表に沿って実施し、行事終了後に担当ごとに

反省を記入し行事担当に提出しています。提出された

反省は集計し、次年度に生かしています。 

・年に 1 回、保護者に対して園の保育に関する保護者

アンケートを実施しています。また、行事後にも保護

者アンケートを実施しており、意見や要望などの把握

に努めています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・行事後の保護者アンケートの内容について、行事後

に職員会議で検討し課題の共通化を図っています。一

例として、徒競走の練習を直線で行っていたため、本

番当日はコーナーを上手に回ることができなかった

という実例がありました。そのため、当日は保育者を

コーナー付近に多く配置するとともに、コーナーを子

どもが回る際に保育者が伴走するなどの取り組みが

行われました。 

・年に 1 回、保護者に対して実施している園の保育に

関するアンケート内容から、着脱についての要望が挙

げられました。内容について、職員会議で検討し、外
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□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

遊びの後は必ず着替えるなどの取り組みにつなげま

した。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園長の役割と責任については、職員職務分担表に明

確に表明されています。職員会議等で周知されるとと

もに、事務室に掲示し表明しています。 

・園長の役割の一つとして、職員が安心して勤務でき

るよう、勤務体制や給与等の仕組みについて、本部の

園長会で得られた情報について的確に職員に伝えて

います。必要に応じて書面で伝えることにより、一人

ひとりの職員が安心して勤務できる体制を整備する

という園長の役割について周知が図られています。 

・緊急連絡体制を事務室に掲示し、周知しています。

園長が不在の場合の権限委任は、副主任が担当するこ

とが周知されています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

 

 

A 

 

 

A 

・遵守すべき法令等については、園長は月に１回行わ

れる、本部での園長会を通して、労務関連や採用関連、

個人情報や人権やハラスメント等について認識を深

め、会議や日ごろの保育の中で職員に具体例を示しな

がら伝えています。また、必要に応じて書面で伝えて

います。 

・こどもの森のおやくそくには、「保育指導基準」「NG

用語集」「勤務に対する心構え」等が記載され、人権

に関わる内容や、倫理観等が具体的に述べられていま

す。園長は日ごろから子どもへの関わりや保護者への

関わりについてこどもの森のおやくそくの内容を踏

まえ、具体的に職員に周知しています。 
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っている。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園長は定期的に指導計画を見直す中で、保育の質に

関する課題を把握し、改善のための具体的な取り組み

を明示しています。また、園長は、日ごろから各クラ

スの保育に入るとともに、クラスミーティングに参加

し、各職員とコミュニケーションをとりながら、保育

の質に関する具体的な関わりや環境設定について伝

えています。 

・年に 2 回実施される園長との面談を通して、各職員

の保育の質に関する課題を把握し、改善のための具体

的な取り組みについて助言しています。また副主任や

リーダーとも内容を共有し、保育の質の向上について

組織内における具体的な体制の構築に努めています。 

・園長は、保育の質の向上について、研修の参加で得

られた内容を全体ミーティングで報告し、職員の教

育・研修の充実につなげています。一例として、子ど

もの興味を引きだす、保育者の話し方や表現の仕方な

どの研修を受講し、園の実情に合わせて伝えていま

す。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園長は、経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、

人事、労務、財務等を、毎月本部の園長会に報告して

います。園長会における報告会では、さらに話し合い

や分析が行われています。園長会の内容については、

職員会議等で職員に周知しています。 

・園長は、シフトの作成を通して働きやすい環境整備

等の一環に努めています。具体的には、一人ひとりの

職員のシフト希望を把握するとともに、早番や遅番、

有給希望などについて、各職員が共通の書面に希望を

記載し、全職員で共有できる取り組みを実施していま

す。また、土曜勤務については、保育士としての経験

年数が長い職員と、経験が短い職員を組み合わせるこ

とで、経験の短い職員も安心して勤務できるよう配慮

しています。 
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２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施さている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え

方、福祉人材の確保と育成に関する方針等について

は、教育経営計画書に示しています。 

・本部では、年間を通して階層別の研修が計画されて

おり、職員は勤務時間内において研修を受けることが

できるよう計画されています。階層別の研修は栄養

士、看護師等、職種別の研修も実施されています。 

・保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、必要な

福祉人材や人員体制について、職務分担表の職員同士

の組み合わせに配慮し、育成につなげています。具体

的には、保育士としての経験年数が長い職員と、経験

が短い職員を組み合わせることで、経験の短い職員が

学ぶ機会をつくり育成につなげています。 

・福祉人材の確保については、主に本部で実施すると

ともに園独自でも実施しています。一例として、職員

の知り合いや、出身校の後輩に声をかけ人材確保につ

なげる取り組みが実施されています。また、自治体主

催の就職フェアなどにも参加し、人材の確保につなげ

ています。 
 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・教育経営計画書の「組織に対する方針」「運営に関

する方針」「職員に対する方針」などで、期待する職

員像等を明確にしています。 

・人事基準や昇給等に関しては、就業規則に記載があ

ります。年２回の職員面談を踏まえて各職員の勤務態

度や働き方を園長が評価・分析し、職員評価シートを

本部に提出することで賞与に反映する仕組みがあり

ます。評価シートは、勤務態度などの項目ごとに 5 段

階で評価するとともに、総合評価を行います。また、

各職員の得意分野や、貢献していることなどについて

も記載し、評価の対象となります。 

・教育経営計画書には、職員の未来像としてアドミニ

ストレーションコース、マネジメントコース、スペシ

ャリストコースの具体的な職務内容が記載されてお

り、職員が自らの将来の姿を描く仕組みにつながって
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うな総合的な仕組みづくりができている。 います。今後は、「期待する職員像等」に対応した、

具体的な課題等も示した総合的な仕組みづくりが期

待されます。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・シフトにおいては、毎月職員にシフト希望を取り、

内容を反映した上で作成しています。その際に、早番、

遅番、希望休等の意向を踏まえて作成しています。 

・園長は勤怠システムを使用し、各職員の有給休暇の

取得状況や時間外労働のデータを把握して、月末に本

部に報告し、共有をはかっています。また、有給取得

数が少ない職員には、有給取得を勧めています。 

・園長は業務の効率化を図り、勤務時間内で業務が終

わるよう配慮しています。一例として、勤務終了時間

の前に職員同士で引継ぎができるよう声をかけたり、

掃除の時間等が確保できるよう配慮しています。 

・年２回の園長による職員面談のほかに、系列他園の

園長との面談も年２回行っており、面談内容は自園園

長に報告するとともに、本部にも報告しています。 

・働きやすい職場づくりに関する取り組みとして、職

員の誕生日を祝うことや、職員旅行を実施していま

す。職員の誕生日を祝う際は、職員にプレゼントを渡

したり、職員全員で写真を撮り保管したりするなどの

取り組みが実施されています。 

 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・教育経営計画書には、「子どもに対する方針」「保護

者に対する方針」「組織に対する方針」など組織とし

て期待する職員像を明確に示しています。 

・職員一人ひとりの目標管理のための仕組みとして、

年 2 回の園長面談を実施するとともに、その際に使用

されるスタッフシートを通して実施しています。スタ

ッフシートには、受け入れ、保育内容、保護者対応等

の項目があり、職員自身が振り返り、またその振り返

りに対して園長が達成度の評価をしています。また、 

期待する職員像に対して、段階別・職種別ごとの具体
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□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

的に求められる実施内容も記載されており、振り返り

を実施するとともに、職員一人ひとりの目標設定につ

なげています。 

 

 

 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教

育・研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・全体的な計画の中で、職員の資質向上の項目があり、

「年数別研修・自主研修・園内研修を定期的に行う」

ことが述べられています。また、職員研修計画には、

内部研修として「園長、中堅、リーダー新卒など職員

のレベルごとの研修」「運動会研修など個別の保育ス

キルアップのための研修」「グループ園、他園、ある

いは海外の保育園視察」が挙げられています。また、

外部研修として、「自治体、関係業界団体等の研修を

予定し、積極的に研修を行います」と示されています。 

・職員研修計画に沿って、職員は研修を受講し、受講

後は研修報告書を作成しています。研修報告書の内容

については、職員会議等で共有するとともに、報告書

内には、研修内容に関する他職員からの意見を記載す

る箇所があり、より深い研修内容の共有につなげてい

ます。 

・研修計画書は年度末に、全体ミーティングの中で職

員の意見も踏まえた上で見直しが実施され、次年度の

研修計画に生かしています。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・各職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況等に

ついては、入社時や、年 1 回本部に報告する評価シー

トを通して、各職員の得意分野などの把握に努めてい

ます。 

・新任職員に対しては内定者研修を実施しています。

実施内容として、教育経営計画書に沿って、こどもの

森で大切にしていることを伝えるとともに、オムツの

換え方、ミルクの作り方、連絡帳の書き方、電話対応

など、保育の基本的な内容や社会人として必要な知識

等を踏まえた研修を実施しています。 

・本部で実施される段階別研修や園内研修を実施し、
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□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

職員の職務や必要とする知識・技術水準に応じた教

育・研修を実施しています。 

・研修受講に関しては、外部業者と提携しており、オ

ンラインなども利用して受講できる体制があります。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関す

る実習生マニュアルが整備されています。園長が主と

なり基本的な指導をするとともに、各クラスの職員が

日誌等の指導を実施します。 

・実習生のプログラムについては、学校の意向に合わ

せて、観察実習、参加実習など実習形態に配慮したプ

ログラムを実施しています。 

・実習生の受け入れについて、本部研修や園内研修を

通して指導者に対する研修を実施しています。また、

園長は実習生が入る前に全体ミーティングで、実習生

への指導方法や、積極的にコミュニケーションをとる

ことなど、配慮事項を伝えています。 

・実習前はオリエンテーションを通して、必要に応じ

て学校側と実習内容について確認するとともに、実習

中は、巡回を通じて学校と連携を図っています。 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・法人の理念や基本方針、また具体的な取り組みは、

法人全体のホームページや各園のホームページにて

公開されています。また、保育士養成校などに掲示す

る求人票には、法人全体の概要が記載されているとと

もに、各園の具体的な保育の特色も記載されていま

す。 

・法人全体で年に１回の保育に関する保護者アンケー

トを実施しています。実施後は、アンケート結果を踏

まえた改善案とともに玄関に掲示しています。 

・区が主催する作品展や、双子を持つ子育て家庭が集

まるふたごの会への参加を通して、園の存在意義や役

割を明確にするように努めています。 
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内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域に向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

・区の子育て情報誌「あーそーぼ」に園の概要や保育

内容について掲載しています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

A 

 

 

A 

・教育経営計画書に、「経理、購買に関する方針」が

記載され、職員に周知しています。 

・園の運営管理については、本部と園とで役割分担が

されており、事務、経理、取引等に関する内容は、本

部で管理され、園では毎月の予算に応じた購入計画が

立てられています。予算内で、食材や保育に使用する

物品を購入しています。 

・保育所の事業、財務について、市の監査を通して監

査支援等を実施しています。指導結果や指摘事項にも

とづいて、経営改善を実施しています。 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

・中・長期計画の地域活動の項目には、「地域で 1 番

の園を目指す。（最も自分の子どもを入れたい園に）」

「小学生との交流、地域への行事参加等を大切に行っ

ていきます」という基本的な考え方が示されていま

す。 

・子どもたちの地域との関わりとして、区が主催する

年長児交流会があります。年に 2 回程度、近隣の公園

に区内の年長児が集まり、自己紹介をはじめ、ドッジ

ボールやゲームを一緒にするなどの取り組みが実施

されています。 
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支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

・職員は、区が主催する双子を持つ子育て家庭が集ま

るふたごの会に参加しています。会では、手遊びやエ

プロンシアター、体操や絵本の読み聞かせなどを実施

してます。また、区の子育てフェスタにも参加し、栄

養士が離乳食について紹介するなどの取り組みが実

施されています。 

・今後は、地域の人々と子どもとの交流の機会を定期

的に設けるなどの取り組みが期待されます。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

A 

 

 

A 

・ボランティア受け入れに関する基本姿勢を明文化し

たボランティアマニュアルが整備されています。 

・園行事の際に学生ボランティアを受け入れた実績が

あります。また、小学校の授業の一環として、保育所

見学の受け入れを実施し、園児と一緒に製作などの活

動に取り組むなどの交流を行っています。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・地域の関係機関や団体などの社会資源の明示につい

ては、区の担当課の窓口、警察・消防関連、療育施設

や児童相談所等の連絡先が一覧表で示され、事務室に

掲示してあります。また、近隣の公園について写真を

含めて示したお散歩マップもあり、玄関に掲示してい

ます。これらの内容は、全体ミーティングで説明し職

員間で情報の共有化が図られています。 

・区の園長会議やケース会議、要保護対策地域会議に

参加し、関係機関と定期的に情報を共有しています。

また、年に 1 回程度、区の保健師が園を訪問し、子ど

もの家庭状況や、発達の気になる子などの情報を共有

しています。 

・虐待等権利侵害については、区の窓口となる児童家

庭支援センターと連携しています。また、発達に配慮

が必要な子どもについては、市の療育機関の担当者に

巡回してもらうなど、個別に対応をしています。 
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地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

A 

 

 

A 

・区の園長会でには、地域の民生委員も参加し、地域

の福祉ニーズや生活課題等について情報を共有して

います。また、民生委員は年に 2 回程度、園を訪問し

地域の実情について話し合う機会となっています。 

・区が主催する双子を持つ子育て家庭が集まるふたご

の会への参加や、区の子育てフェスタへの参加を通し

て情報交換も行われ、地区内の園や保護者の状況など

を共有しています。 
 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・市が主催する、地域で子どもたちを見守る事業であ

る「こども 110 番」を実施しています。 

・区が主催する双子を持つ子育て家庭が集まるふたご

の会への参加や、区の子育てフェスタへの参加を通し

て地域コミュニティの活性化やまちづくりなどにも

貢献しています。また、園外に出た際は、近隣公園の

ゴミ拾い等の活動にも努めています。 

・園見学の際に育児相談を実施しています。また園庭

開放を実施し、園が有する福祉サービスの提供に関す

るノウハウや、専門的な情報を、地域に還元する取り

組みを行っています。 
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Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもを尊重した保育に関する基本姿勢について、

全体的な計画に明示し、各クラスに掲示することで職

員が理解し実践するための取り組みにつなげていま

す。 

・こどもの森人権マニュアルには、人権について、人

権の尊重について、虐待等の行為についての記載があ

り、マニュアルを使用して子どもの尊重や基本的人権

への配慮について、全体ミーティングで話し合ったり

指導計画で振り返るなど、必要な対応を図っていま

す。 

・子どもが互いを尊重する心を育てるための取り組み

として、異年齢でかかわる活動を取り入れたり、年長

児が乳児クラスの生活面の手伝いを行うなどの取り

組みが挙げられます。 

・遊びや生活の場面で、安易に男女別でグループを分

けたりせず、子どもたちの興味や関心に応じて活動に

取り組むなど、性差への先入観による固定的な対応を

しないように配慮しています。また、こどもの森のお

やくそくの中で「男の子のくせに」などが NG ワード

集として具体的に記載されています。これらの内容

は、入園前面談時に重要事項説明書を通して、保護者

にも説明をしています。 
 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

 

A 

 

A 

・子どものプライバシーの保護については、個人情報

保護マニュアルや教育経営計画書に記載があるとと

もに、こどもの森のおやくそくの中の保育の指導基準

に記載され、職員間で共有が図られています。 

・子どものプライバシーを守るため、トイレ内（適切
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研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なスペース）でオムツ交換をしたり、プールの際の着

替えでは、外部から見られない場所で着替えるなどの

対応をしています。また、年長児のお泊まり保育のシ

ャワーの際は、男女を分けて行うなどの配慮をしてい

ます。このような具体的な内容は、保護者にもクラス

懇談会等で伝えています。また、園に関する情報を、

ソーシャル・ネットワーキング・サービス(SNS)に投

稿しないことなどを含め、入園の際に個人情報の取り

扱いについて説明し、同意書で確認しています。 

 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性等を紹

介した資料として、園のパンフレットがあります。ま

た、ホームページでも情報を記載するとともに、区の

子育て情報誌にも掲載し、多くの人が園の情報を得ら

れるよう努めています。 

・園の見学やその受付などは園長、副主任、リーダー

が担当しています。電話で見学時間を受け付け、日程

等が合わない場合は、見学時間を変更するなど、柔軟

に対応しています。見学の際は、施設内の案内及び園

のパンフレットの説明をしています。 

・園のパンフレットについては、園児の在籍数や、行

事内容、また就労支援として、園の送迎時にできるだ

け持ち物を少なくするという取り組みから、持ち物の

変更等、毎年見直しを行っています。 
 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・入園決定者には、入園前説明会にて重要事項説明書

に沿って説明しています。また、重要事項説明書の内

容を変更した場合は、掲示やお便りを配布し説明する

とともに、書面にて新たに同意書をもらっています。 

・保育の開始にあたり、持ち物の説明の際は、保護者

等が理解しやすいように見本として実物を提示する

ようにしています。 

・アレルギーに関しては、市の健康管理委員会が指定

するフォーマットである「除去食申請書に対する主治

医の意見書」「除去食変更（解除）・継続申請書」につ

いて説明し、保護者が園に必要書類を提出していま
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得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

す。園は、半年に１回の頻度でこれらの必要書類を市

に提出しています。また、法人フォーマットにおいて

除去食品チェック表を使用し除去する食品の把握を

しています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

A 

 

 

B 

・保育所転園の際には市の書式である「異動届 保育

所等」の書類を担当窓口に園から提出しています。 

・卒園、転園後も相談があれば園長が窓口になり、相

談ができることを伝えています。今後は転園、卒園後

の相談受付先について記述した文書等を渡すなどの

取り組みが期待されます。 

 

 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・家庭での子どもの情報などについては、連絡帳のや

り取りや、送迎時の保護者とのコミュニケーションの

中で把握、共有をしています。 

・行事後のアンケートや年に 1 回実施される、園の保

育に関するアンケート内容から利用者満足に関する

調査が定期的に行われています。内容については分

析、検討し改善案を添えて玄関に掲示しています。 

・利用者満足を把握する目的の一環として、個人面談

やクラス懇談会、また、運営委員会を実施しています。

年２回実施される運営委員会は、保護者３名、園長、

系列園の園長、本部職員が出席し行われます。内容に

応じて、職員や栄養士が参加することもあります。会

では、行事に関すること、職員に関することなどにつ

いて説明するとともに、保護者の意向の把握に努めて

います。把握された内容について、全体ミーティング

で話し合い、運動会の実施日や親子遠足の実施場所な

どについて変更しました。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

 

 

 

 

・苦情解決の体制については、重要事項説明書にて苦

情解決責任者及び本部事務局を相談窓口として明記

し、保護者に周知しています。 

・苦情解決の体制が整備されており、仕組みをわかり

やすく説明した掲示物が玄関に掲示されています。ま
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情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

A 

 

 

A 

た、玄関にはお客様ご意見はがきを準備し、保護者が

本部にも苦情を申し出やすいよう工夫されています。 

・これまでに、苦情の申し出はありませんが、申し出

があった際は、記録簿が準備され記録を適切に保管で

きる体制が整えられています。また、苦情内容に関す

る検討内容や対応策については、内容に応じて保護者

へ直接の返答をしたり、園全体で周知が必要な場合は

掲示で公表するなどの仕組みが整えられています。 
 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

A 

 

 

A 

・苦情や要望などに関わる相談窓口として、園や本部

事務局が対応することを重要事項説明書や園だより

に記載しています。また、第三者委員についての周知

を玄関に掲示して行っています。 

・保護者からの相談は、時間帯に応じて保育室や事務

室など、落ち着いて話ができるスペースを確保して対

応しています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・職員は、日々の保育における連絡帳のやり取りや、

送迎時のコミュニケーションなどにおいて、保護者が

相談しやすく意見を述べやすいように配慮しており、

適切な相談対応と意見の傾聴に努めています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等について定めた苦情解決マニュアル

があります。 

・保育についての相談を受けた際は、職員は園長に報

告し園内で検討した上で、迅速な対応を行っていま

す。検討に時間がかかる場合については、本部と情報

を共有し検討した上で返答することを、保護者に説明
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□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

しています。一例として、園外付近の側溝を覆う板の

設置がなく、子どもの安全面や送迎時の自転車の駐輪

の際に危険であるという意見がありました。園として

自治体に連絡し側溝を覆う板を設置してもらい、保護

者には掲示にて経緯を周知しました。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスク

マネジメントに関する委員会を設置するなど

の体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保について責任、

手順（マニュアル）等を明確にし、職員に周知

している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検

討・実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・リスクマネジメントに関しては、園長を中心として

取り組み、事故防止マニュアルや安全マニュアルを職

員間で共有しています。早番、遅番の職員は、園内・

園外の安全チェック表を使用し、室内及び園庭の設備

について決められた項目を毎日チェックしています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例については、本部

の園長会で配布される、系列園で起きた事例を収集し

職員会議等で職員に周知することで、改善策や再発防

止策を検討・実施する等の取り組みが行われていま

す。また、園で起きたヒヤリハットの事例も収集し、

会議にて周知しています。 

・職員会議等において、安全確保・事故防止に関する

研修を実地しています。また、事故防止マニュアルや

安全マニュアルに沿った小テストを実施し、安全確保

策の実施状況や実効性について、見直しにつなげてい

ます。 
 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・感染症の予防と発生時の対応について、衛生管理マ

ニュアルが整備され、市から出されている健康管理マ

ニュアルと合わせ、職員に共有されています。 

・感染症が発生した場合に、適切な処置が行えるよう、

あらかじめ子ども用のトイレに嘔吐処理セットが準

備されています。 

・衛生管理マニュアルに沿った、具体的な保育内容に

ついて全体ミーティングで周知するとともに小テス
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や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

トを実施し、定期的に感染症の予防や安全確保に関す

る内容の理解に努めています。 

・感染症の予防策として、手洗いや消毒の徹底をして

います。また、毎月のお便りにて、保健だよりとして

眠ることの大切さや規則的で適切な食事を摂ること

の重要性について発信しています。 

・保護者への情報提供として、感染症の予防策や、園

内発生時の状況などを保健だよりや、園内掲示などで

伝えています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制として、災害マニュアル、緊急マ

ニュアルが整備されており、全体ミーティングで職員

に周知しています。 

・現在、新型コロナウイルス対策については、新型コ

ロナウイルス感染症～市民向け感染予防ハンドブッ

クを整備するとともに、市役所や保健所の指示に従っ

て運営しています。 

・園内の耐震措置や落下防止措置として、養生テープ

にてロッカーや玩具棚等を固定するとともに、滑り止

めのシートを使用し、落下防止措置に努めています。

また園内の照明器具もプラスチック製のカバーをつ

ける器具を使用しています。 

・災害時などの安否確認の方法として「らくらく連絡

網」「伝言ダイヤル」を取り入れ保護者及び職員に周

知しています。 

・食料や備品類などの備蓄については、備蓄リストを

作成し、各クラスで保管するとともに、食品庫にて保

管しています。各クラスの備蓄については担任が管理

し毎月の避難訓練時に確認しています。食品庫の備蓄

については、栄養士と園長で管理しています。 

 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

  
・保育についての標準的な実施方法については、「こ

どもの森のおやくそく」「こどもの森人権マニュアル」

に文書化されています。内容については、新卒研修や
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が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

A 

 

 

A 

全体ミーティングで周知、共有されています。 

・標準的な実施方法にもとづいて保育が実施されてい

るかどうかについては、指導案の確認や、全体ミーテ

ィングでの意見交換等を通して確認するなどの仕組

みがあります。 

・保育実践が画一的なものになっていないかについて

は、個別指導計画書のトイレトレーニングや食事など

の生活面について特に確認し、必要に応じて見直しを

行っています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

A 

 

 

A 

・保育の標準的な実施方法については、本部のカリキ

ュラム委員を中心に見直しを実施しています。見直し

の際は、各園の園長にアンケートを実施し、内容を見

直しに反映させています。また、園においても園の環

境や設備などの実態と照らし合わせるとともに、指導

計画の反省内容を反映させ、マニュアルの見直しにつ

なげています。 

・標準的な実施方法の検証、見直しにあたり、行事後

の職員の反省及び保護者アンケートの内容、また法人

全体で年に１回の保育に関する保護者アンケートの

内容を反映するよう努めています。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・入園の際は、入園前面談にて、児童票、健康記録、

すこやか手帳、母子手帳などを通して、適切なアセス

メントが実施されています。入園後の、一人ひとりの

発達のアセスメントについては、「観察・個人記録」

によって、健康、人間関係、環境、言葉、表現の５領

域で示されています。健康面に関しては、食事や生活

習慣で項目がわかれ、具体的な内容で記載されていま

す。振り返りについては、年齢に応じて見直す時期が

決められています。また、保護者支援や今後に向けて

の援助を記入する欄もあります。 

・指導計画は全体的な計画にもとづき作成されていま

す。個別の指導計画は、離乳食やトイレトレーニング

などの主に生活面において、保護者からの意見もふま

えて作成しています。 

・食物アレルギーについては、担任と栄養士間で情報

を共有し、定められた手順に沿って、計画の策定を行

い実施しています。 

・支援困難なケースについては、区の保健師とも連携

し、具体的な保育での関わりに生かしています。また、

積極的支援のため全職員の間で共有するようにして

います。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・週案、月間指導計画、年間指導計画などの指導計画

の見直しを行う時期が定められています。見直した内

容については、お便りやクラス懇談会等で保護者に伝

えています。また、緊急に指導計画を変更する際は、

園長に相談し、実施報告をする仕組みを定め実施して

います。 

・指導計画の評価・見直しにあたっては、園長が確認

し、職員と内容について共有する中で、保育の質の向

上に関わる課題などが明確になるよう助言していま

す。 
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い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に活か

している。（保育所） 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・個別の指導計画などにもとづき保育が実施されてお

り、記録により確認することができます。また、園が

定めた統一した様式による「観察・個人記録」「保育

日誌」「健康記録」「連絡帳」などにも、子どもの発達・

生活状況などを記録しています。 

・職員によって記録内容や書き方に差異が生じないよ

うに、園長は、一人ひとりの発達のアセスメントにつ

いて記載する、「観察・個人記録」と照らし合わせて

個別の指導計画を記載するよう伝えています。また、

昨年度の記録内容を参考にすることも伝え、記録する

職員で記録内容や書き方に差異が生じないように、職

員への指導等の工夫をしています。 

・情報の内容に応じて、職員会議等や伝達ノートを使

用するなど、必要な情報が的確に届くような仕組みが

整備されています。また、情報共有を目的として、毎

日の昼ミーティングや、月 1 回の全体ミーティングを

実施するなど、会議の定期的な開催の取り組みがなさ

れています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

 

 

A 

 

 

A 

・個人情報保護規程により、子どもの記録の保管、保

存、廃棄、情報の提供に関する規定を定めています。 

・個人情報の持ち出しについては、必ず園長または副

主任に声をかけ、使用後はすぐに戻すことになってい

ます。写真データ用の SD カードは、その都度パソコ

ンに写真を入れデータを空にするようにしています。 

・個人情報に関連することは、全体ミーティングや園

内研修を通して、具体的な事例を用いて職員に周知し

ています。 

・園の２台のパソコンには、どちらもパスワードが設

定されています。また、園長のみが使用できる資料の

閲覧及び園で使用する USB に関してもパスワードが

設定されています。 

・個人情報の取扱いについては、入園前面談時に個人

情報同意書を使用して説明をしています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・全体的な計画は、本部のフォーマットを基本として

います。内容については、全体ミーティングを通して

年度の振り返りから始め、保育所保育指針、理念や基

本方針と照らし合わせて各年齢の保育目標などを作

成しています。また、全体的な計画の作成の際は、小

学校との連携などについては地域性なども考慮した

上で作成につなげています。作成された、全体的な計

画は各クラスに掲示しています。 

・保育目標や地域に関連すること、特色のある教育と

保育などについては、園独自で検討し記載していま

す。 

・今後は、さらなる職員参画のもとで全体的な計画が

作成されることが望まれます。 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・室内の衛生面に関しては、掃除チェック表を活用し

て職員がローテーションで掃除を行っており、常に適

切で清潔な状態を保持しています。 

・園内、及び園庭の設備は、早番、遅番の職員が、園

内・園外の安全チェック表を使用し、室内及び園庭の

設備について決められた項目を毎日チェックしてい

ます。 

・園の温度、湿度については、温湿度計で適切かどう

か確認をし、保健日誌に記入しています。また、保育

室内の温度、湿度については、睡眠チェック表に記入

しています。採光に関しては活動内容に応じてカーテ

ンで調節するとともに、一つ一つの照明器具が単独で

明るさを調節できるよう設備が整っています。 
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□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

・園内の家具等に関しては、基本的に木製の素材を使

用することで、木のぬくもりや温かみを感じられる配

慮がなされています。また、一人ひとりの子どもがく

つろいだり、落ち着けるよう、天蓋を使用し天井を低

くしたり、絵本コーナーの近くにソファーやマット、

クッションなどを置く工夫をしています。 

・全クラスにおいて、食事の場所と、午睡の場所を分

けることで、一人ひとりの生活リズムに合わせて過ご

せるよう配慮しています。 

・手洗い場には、手洗いの仕方を示したイラストを掲

示するなど、子どもが理解しやすいよう環境を整えて

います。 
 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・日々の保育観察をはじめ、個別指導計画や観察・個

人記録を通して、一人ひとりの子どもの個人差を十分

に把握しています。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう、

静かな場所で保育者と 1対 1で話せるよう環境を整え

ています。また、朝の会や帰りの会では、その日の活

動で楽しかったことや悲しかったことなど、自分の気

持ちを表現できる場をつくっています。 

・子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちにそって

適切に対応できる取り組みの一環として、当番活動を

取り入れています。当番は、食事の際にテーブルを拭

いたり、お茶を注ぐなど、子どもの手伝いをしたいと

いう欲求に応えられる取り組みが実施されています。 

・言葉づかいについては、「走らない」ではなく「歩

く」など否定的な言葉でなく肯定的な言葉に変換する

ことに配慮しています。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・基本的な生活習慣の習得にあたっては、一人ひとり

の子どもの発達に合わせて、生活に必要な基本的な生

活習慣を身につけられるよう家庭との連携を大切に

しています。具体的には、トイレトレーニングや箸の

使い方など、連絡帳を通して休み中の過ごし方なども

含めて把握するとともに、送迎時の短い時間で必要な

情報交換ができるように努め、園での関わりに反映さ

せています。 

・子どもが自分でやろうとする気持ちを尊重し、一人

ひとりのペースで進められるよう、見守ることを意識
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することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

して援助するよう配慮しています。 

・ゆったりと休息がとれるスペースとして、各クラス

にマットやソファーなどを置き、一人ひとりの子ども

の状態に応じて、活動と休息のバランスが保たれるよ

うに工夫しています。 

・食に関心を持つことができるような取り組みとし

て、調理室が子どもの目線から調理の様子を見ること

ができる場所にあることが挙げられます。子どもたち

は日常の生活の中で自然と調理の過程を五感で感じ

られる環境となっています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもが自主的・自発的に遊びができる環境として

全クラスでコーナーごとに遊びを設定（常設）してい

ます。コーナー保育で使用する玩具等は子どもの興味

やクラスの興味に応じてつくり変えています。 

・遊びの中で、進んで身体を動かすことができるよう

室内には巧技台、すべり台、鉄棒、マットなどがあり

ます。また、園庭には滑り台やクライミングなどがで

きる複合遊具の他、竹馬、フラフープ、縄跳び、砂場

などがあります。 

・天気の良い日には、午前も午後も園庭に出る機会を

設けたり、公園に図鑑をもって出かけるなどの戸外で

遊ぶ時間や環境を確保しています。 

・協同した活動の一環として、地域の園の年長児が近

隣の公園に集まってドッジボールやゲームをするな

どの取り組みを行っています。また近隣の系列園との

交流の機会を設けています。 

・園庭には畑があり、キュウリやピーマンなど季節の

野菜の栽培を通して、身近な自然とふれあうことがで

きるよう工夫しています。 

・製作の際は、絵の具とクレヨンのどちらを使用して

製作に取り組みたいかなど、一人ひとりの子どもたち

が自ら選択し、様々な表現活動が自由に体験できるよ

う工夫しています。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養

護と教育が一体的に展開されるよう

適切な環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

 

 

 

 

・個人差や月齢差に十分配慮し、個々のペースで過ご

せるよう、一人ひとりの生活リズムに合わせた午睡時

間の確保や、オムツ替えがゆったりとできるスペース

を確保するなどの環境を整えています。 

・一人ひとりの子どもの姿については、担任だけでな
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遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

A 

 

 

A 

 

 

く全職員で把握し、同じかかわりができるようにする

ことで、子どもたちが安心して生活できるよう配慮し

ています。また、家庭との連携も大切にし、24 時間

を通した生活リズムを踏まえた上で、一人ひとりの子

どもに合ったリズムで過ごせるよう配慮しています。 

・子どもと 1 対 1 で向き合う時間を大切にし、応答的

な関りができるよう配慮しています。また一人ひとり

の発達や月齢に応じた玩具を用意することで、十分に

遊び込めるよう配慮されています。 

・一人ひとりの発達のアセスメントについて記載す

る、「観察・個人記録」と照らし合わせて個別の指導

計画を作成し、保育実践に反映させています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが自分で

しようとする気持ちを尊重しています。例えば、トイ

レトレーニングなどは、一人ひとりの発達や家庭での

状況等、無理がないよう個々のペースで進めるように

しています。 

・探索活動が十分に行えるよう、転倒などの危険個所

がないよう室内環境を整えています。 

・子どもが安定して遊びを中心とした自発的な活動が

できるよう、保育士等は、必ず子どもの目線にかがん

で子どもと目線を合わせて話を聴くことで子どもの

気持ちを把握することに努めています。 

・子どもの自我の育ちに関しては、言葉で伝えたいけ

れどうまく伝えられない気持ちを保育者が代弁する

ことに配慮しています。友だちとの関わりにおいて

は、保育者は互いの気持ちを仲立ちして、互いが理解

できるよう関わっています。 

・様々な年齢の子どもとの関わりにおいては、異年齢

での合同の保育や、他クラスと一緒に散歩に行くなど

の取り組みが実施されています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

 

 

 

 

 

 

・３歳児クラスは、基本的生活習慣が確立する時期で

もあるため、身の回りのことを自分でしようとする気

持ちに寄り添うことを大切にしています。その際に、

一人ではできない部分は、できないことを保育士等に

自ら伝えられることも大切だという視点で関わって

います。また、送迎時に自分の荷物を自分で持つこと

なども、家庭と連携して取り組んでいます。 
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に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

A 

 

 

A 

 

 

・4 歳児クラスは、集団の中で自分の力を発揮しなが

ら、友だちとともに楽しみながら遊びや活動に取り組

めるよう、ルールのある遊びを積極的に取り入れてい

ます。保育士等はルールのある遊びを通して、子ども

たちが相手の気持ちに気づけるよう関わっています。 

・5 歳児クラスは、集団の中で一人ひとりの子どもの

個性が活かされ、友だちと協力して一つのことをやり

遂げるといった遊びや活動に取り組めるよう、発表会

の配役なども子どもたちと決めたり、劇中のセリフを

子どもたちの意見を取り入れ決めていくなどの取り

組みが実施されています。その中で、保育士等は互い

の良さを認め合い、クラス全員で達成感や充実感を味

わえるよう配慮しています。 

・子どもの育ちや取り組んできた協同的な活動等につ

いて、区の作品展に子どもたちの製作を飾るなどの取

り組みを実施し、保護者や地域・就学先の小学校等に

伝える工夫や配慮がされています。 
 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・障害のある親子等に配慮し、玄関はスロープが設置

され、フラットになっており、トイレは車椅子でも使

用できるようになっているなど、施設のバリアフリー

化に取り組んでいます。 

・障害のある子どもの状況に配慮した個別の指導計画

を作成し、計画にもとづき子どもの状況と成長に応じ

た保育を行っています。また、保育内容については、

必要に応じて全体ミーティングを通して職員間で共

有しています。 

・連絡帳や個人面談等を通して、保護者との連携を密

にして、保育所での生活に配慮できるよう努めていま

す。 

・発達に配慮が必要な子どもについては、市の療育セ

ンターや法人の心理士の巡回や助言を受けています。

また、年に 1~2 回程度、区の保健師が園を訪問し、そ

の際に、配慮が必要な子どもについて相談していま

す。 

・自治体から配布される、区の相談窓口を紹介したパ

ンフレットなどを玄関に置くことで、保護者に対して

必要な情報を伝えるための取り組みにつなげていま

す。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・長時間にわたる保育については、各年齢の月間指導

計画にその項目欄があり、毎月記載があります。 

・家庭的な雰囲気の中でゆったりと過ごすことができ

るよう、子どもの人数に応じて落ち着いて過ごすこと

ができるグループ分けをするなどの取り組みが実施

されています。また、職員体制や職員配置などにも配

慮しています。 

・子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせるよう、

保育者は、声のトーンや子どもの表情などにも十分に

配慮するよう努めています。 

・子どもの状況について、伝言ノートなどを使用して

保育士間の引継ぎを適切に行っています。また、担当

の保育者と保護者との連携が十分にとれるよう、その

日の子どものエピソードを伝えるとともに、エピソー

ドに沿った保護者の意見なども把握できるよう努め

ています。 

 

11．小学校との連携、就学を見通し

た計画に基づく、保育の内容や方法、

保護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任にもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・小学校との連携、就学に関連した事項が、全体的な

計画に記載があります。 

・子どもが、小学校以降の生活に見通しが持てるよう、

小学校訪問や年長児交流会に積極的に参加していま

す。小学校訪問では、学校見学のほか、教科書等が入

ったランドセルを背負うなどの体験もしています。年

長児交流会では、同じ小学校に就学する子どもたちが

集まり、自己紹介やゲームを通した交流などが行われ

ています。 

・区の情報等から就学前に身につけておくとよいこと

などについて把握し、クラスだよりや個人面談を通し

て保護者に伝えています。一例として、早寝早起きな

どの生活習慣をはじめ、着替えの際には座り込まず、

立った姿勢で行えるようにすることなどが挙げられ

ます。また、職員が小学校を訪問し、その際に得られ

た情報を、クラスだよりや掲示にて伝えています。一

例として、各小学校のクラス数やチャイムの有無、ま

たスタートカリキュラムなどについて伝えています。 

・職員は、幼保小連携会議に参加し、小学校教員との

意見交換を行うなど、就学に向けた連携を図っていま
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す。また、年長児担任が保育所児童保育要録を作成し、

園長が最終確認をしたうえで、就学先の小学校へ提出

しています。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関す

る知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どもの健康管理に関するマニュアルとして、健康

管理マニュアルや保健衛生マニュアルがあります。 

・子どもの体調悪化・けがなどについては、昼ミーテ

ィングを通して、職員間で共有するとともに、伝言ノ

ートに記載しています。伝言ノートの内容について

は、全職員が必ず出勤時に確認しています。保護者へ

の伝達については、お迎え時に伝えるとともに、翌日

に体調等の状況について確認するようにしています。 

・子どもの保健に関する年間保健計画を作成していま

す。保健計画には、年間を通しての目標とねらいが立

てられ、健康管理や保健指導、家庭との連携などにつ

いて、具体的な取り組み内容が記載されています。 

・既往歴や予防接種の状況などについては、連絡帳や

すこやか手帳を通して、保護者から子どもの健康に関

わる必要な情報が常に得られるように努めています。

すこやか手帳は、月に 1 回、保護者に確認してもらい

受診した予防接種を記載していただいています。 

・保護者へは、毎月の保健だよりや掲示等を通して、

保育所の子どもの健康に関する方針や取り組みを伝

えています。 

・乳幼児突然死症候群（SIDS）表や、赤ちゃんの乳

児の体の動きを把握して、しばらく動きがなければ呼

び出し音を鳴らす体動センサーを使用し、必要な取り

組みを行っています。保護者へは、乳幼児突然死症候

群（SIDS）について入園前説明会で説明しています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保

育に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に活かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・内科健診や歯科検診の結果を保健年間計画に反映さ

せて、歯磨き指導や食育、健康指導などの取り組みに

つなげています。 

・内科健診では、事前に保護者からの相談（歩き始め

が遅いなど）を受けると、受診時に園が確認し、その

後保護者に伝えています。 

・内科健診や歯科検診の結果の伝達は、保護者による

すこやか手帳の確認や、結果を記載した手紙を保護者

に配布しています。 
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14．アレルギー疾患、慢性疾患等の

ある子どもについて、医師からの指示

を受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・アレルギーに関しては、半年に一度、市の健康管理

委員会に書類（アレルギーのための除去食対応許可）

を提出しています。 

・保護者との連携に関しては、毎月原材料を記載した

献立を保護者に配布し確認してもらっています。その

後、栄養士、担任、園長で確認し、必要に応じて保護

者と面談し、提供献立内容の共有を図っています。 

・除去食の配膳は、事務室で栄養士または調理師と保

育士、園長とで確認し、提供前にも確認をする方法で、

間違いのないようにしています。また、専用のトレー、

食器、テーブルを使用し、対応についてはマニュアル

が作成されています。 

・職員は、自治体、本部、園内研修に参加し、アレル

ギー対応についてなど必要な知識、情報を得たり技術

を習得したりしています。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・食に関する豊かな経験ができるよう、毎月全クラス

において食育やクッキングなどに取り組めるよう計

画を立てています。 

・子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれるよう、異

年齢縦割りのグループで食事をしています。年長児が

テーブルを拭いたり、配膳を手伝ったりすることで、

落ち着いた食事の時間につながる一環となっていま

す。また、調理室は子どもの目線の高さで調理してい

る様子などを見ることができたり、調理中の匂いなど

も感じることができるため、食事への期待が高まり、

楽しい食事をとれる環境づくりにつながっています。 

また、食器を自分で片付けています。 

・個人差や食欲に応じて、量を加減できるようセミバ

イキングを取り入れています。セミバイキングでは、

子どもたちが自分の食べられる量を調節して盛り付

けるよう援助しています。 

・食べたいもの、食べられるものが少しでも多くなる

よう、食育の中で、食材に含まれる栄養素について話
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したり、菜園活動などの取り組みを実施しています。 

・食に関する家庭との連携として、毎月の給食だより

季節の献立や行事食などを紹介したり、食事のサンプ

ルやレシピの提示なども行っています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・子どもの発達状況や体調面を考慮した、献立・調理

の工夫として、離乳食の刻み具合を個々に応じて調整

したり、盛り付け量などの調整をするなどの取り組み

が行われています。 

・残食の確認や栄養士による各クラスの巡回を通し

て、子どもの食べる量や好き嫌いなどの把握に努めて

います。また、月に 1 回行われる給食会議では、担任

と各クラスの喫食状況などについて情報共有を図っ

ています。 

・季節感のある献立になるよう配慮し、行事食として、

お月見給食やハロウィンクッキーなど楽しめる工夫

もなされています。また、法人全体の献立に準じてお

り、郷土食や各国の料理なども取り入れています。 

・調理員・栄養士は、子どもの食事の様子を見たり、

子どもと一緒に食事をしたりする機会を設けていま

す。 

・衛生管理マニュアル、衛生管理チェック表を使用し、

衛生管理が適切に行われています。 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・家庭との日常的な情報交換は、送迎時の直接のコミ

ュニケーションや連絡帳により行っています。 

・保育の意図や保育内容については、日々のクラスの

活動について、文章で伝えるとともに、活動写真を掲

示するなど、具体的な保育内容が保護者に伝えられる

よう配慮しています。 

・保育の意図や保育内容について、保護者の理解を得

る機会として、年に2回の個人面談を実施しています。

年度始めの面談は園長と面談し、園全体の保育方針や

保育内容について共有しています。年度の後半にはク

ラス担任と面談し、一人ひとりの子どもの様子や成長
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について共有しています。 

・保育参観の際には、できる限り普段の子どもの姿を

見られるよう、保護者が子どもに気づかれないよう 

覗き穴などの環境を準備しています。また、参観期間

を 1 週間ほど設けるなど、保護者が参加しやすいよう

配慮がなされています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・保護者との日々のコミュニケーションの積み重ねに

より、信頼関係を築くよう取り組みを行っています。 

また、保護者が相談しやすいよう、保護者の表情など

の把握も含め、必要に応じて随時面談できることを伝

えています。 

・保育所の特性を生かした保護者への支援の一環とし

て、行事の際に保護者の手伝いを募り、保護者同士で

の関りが持てるよう努めています。 

・保護者から相談があった際には、相談内容を記録し、

園長と共有し助言が受けられる体制があります。また

相談内容は、全体ミーティング等を通して職員で共有

し、必要な情報を得られる体制を整えています。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、受け入

れ時の視診や着替え時の視診に配慮し、子どもの心身

の状態、家庭での養育の状況について把握に努めてい

ます。 

・必要に応じて、市の児童家庭支援センターや児童相

談所、区の担当課や保健師と連携する体制がありま

す。また、随時本部とは連携を取り、速やかに情報を

共有し、対応を協議する体制を整えています。 

・虐待等権利侵害に関する内容は、虐待対応マニュア

ルを通して職員間で共有しています。マニュアルの内

容については、全体ミーティングを通して、具体的な

保育内容と照らし合わせ、理解を深めています。 
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ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・日頃の保育内容については、週案及び月間指導計画

等の保育に対する自己評価で保育内容を見直し、職員

間で共有しています。また、年に 2 回の園長との面談

で使用する、スタッフシートを通して、職員一人ひと

りの自己評価を実施しています。 

・行事後に一人ひとりの職員が反省を記入し、記入内

容を職員間で共有することで、互いの学び合いや意識

の向上につなげています。 

・保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実践につ

なげています。具体的な内容として、園庭遊びや散歩

について、実施頻度や時間帯、また異年齢で散歩に行

くなどの実施方法について検討しています。今後は、

さらに自己評価について職員間で意見交換をして学

び合い、園全体としての自己評価として、年度の総括

を書面でまとめるなどの取り組みが期待されます。 

 


